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基本プログラム例 運営マニュアル 
 

はじめに 
 

 このマニュアルは、「心のバリアフリー」に向けた汎用性のある研修プログラムを企

業の研修担当者の方などが、企画・実施をするにあたって、お読みいただきたいも

のとなっています。 

 マニュアルは、以下の構成になっています。 

１.「心のバリアフリー研修」とは 

「心のバリアフリー」に向けた汎用性のある研修プログラムの、基本的な考え方 

について示しています。 

２.研修の実施に向けて 

研修の企画、実施、PDCA の各段階における運営実施者、実施者の役割及び資 

質、各段階における留意点などについて示しています。 

３.研修の実施（進行要領） 

基本的に、プログラムの内容は、次項に示す３つの気づきを受講者に与えるプ 

ログラムとして、各企業の実態に合わせてプログラムを企画、実施していくもの

としていますが、研修プログラム例として、3 つのパターンを例示し、進め方を

示しています。 

 また、プログラム例の教材として、以下を準備しています。 

  ①パターンＡ～Ｃ講師用シナリオ兼映像教材【添付データＡʵ１、Ｂʵ１、Ｃʵ１】 

  ⇒進行に使用する映像教材（パワーポイントデータ及び動画）とこれに兼用した（パ

ワーポイントデーターのノートに記述されている）進行シナリオ 

 ②受講者用テキストひな形【添付データ共ʵ２、共ʵ３】 

  ⇒パターンＡ～Ｃで活用できる基本プログラムの理念をまとめたテキストの雛形、

セルフワークで活用できる多様な種類の機能障害についてまとめたテキストの雛

形 

 ②各パターン共通ワークシート【添付データ共ʵ４、共ʵ５】 

   ⇒グループディスカッション、個人ワークで使用するワークシートの雛形 

  ③チェックテスト【添付データ共ʵ６、共ʵ７】 

   ⇒研修の前後での意識や理解の差などを見る評価アンケート、セルフワークに対す

るチェックテストの雛形 

  ④研修の進行要領【添付データＡʵ３、Ｂʵ２ʵ10、Ｃʵ３】 

   ⇒プログラム試行時の動画 
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１.「心のバリアフリー研修」とは 
 

 「心のバリアフリー」に向けた汎用性のある研修プログラムは、「ユニバーサルデザ

イン 2020 行動計画」に定められた「心のバリアフリー」の考え方を踏まえ、以下

３点の“気づき“を受講者に与えることを目的としています。 

①「障害はどこにあるのか？」を理解する（「障害の社会モデル」の理解） 

②社会にある「バリア」によって人々に生じている困りごとや痛みに気づく 

③共生社会をつくるために、具体的な行動を起こす 
 
 
 研修の考え方 

 本研修プログラムの企画にあたっては、上記 3 つの気づきを与えるプログラムを、

各企業の実態に応じて組み立てていただくものです。 

 基本プログラムの受講によって、気づきを得られたかを評価できる PDCA サイク

ルを恒常的に回すことができるようにすることが重要です。 

 基本プログラムは、90～120 分程度をかけて、障害当事者との対話やグループデ

ィスカッションを含んだ集合研修を行うこととし、またこの集合研修とは別に、さ

まざまな種別の障害に関する知識などを得るためのセルフワークを行っていくこ

とも重要です。 

 接遇を行う社員や心のバリアフリーを社内で展開していく中心的な役割を担う社員など

に対しては、この基本プログラムだけでなく、障害の疑似体験などの実技を行うなどの要

素を加え、より時間をかけたプログラムを実施していくことが望ましいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本プログラ

ムが目指す主

な気づき 

基本プログラム（集合研修） 

アフターワーク（理解度のチェック） 

セルフワーク（集合研

修を補完する内容） 

NEXT STAGE へ（具体的な行動） 

実現 

＜研修の構造＞ 



3 

 

２.研修の実施に向けて 
 

 研修を効果的に実施し、また各企業の実態に合わせた研修内容とするために、研修

の企画、実施、PDCA の各段階において、以下のような点に留意して検討を進めて

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ＊１モデレーター 
     研修の企画から実施を行うとともに、研修の実施にあたって、障害当事者ファシリテーターと連

携して研修の進行を行う。 
   ＊２障害当事者アドバイザー 
     各社で本研修プログラムの実施に向けた企画を行う際に、障害当事者の視点で参画し、企画立案

を企業の研修担当者とともに行う。 
   ＊３障害当事者ファシリテーター 
     研修プログラムの実施において、自らの体験を通じて「心のバリアフリー」の理念を伝える「語

り」により、受講者に気づきを与え、また研修プログラムのファシリテーションを行う。 
＊ここでいうファシリテーションとは、研修参加受講者が内容を理解し、効果的に参画できるよう、研修の進行や舵取り、

サポートをしていくことをいいます。 

   ＊４障害当事者サポーター 
     研修プログラムの実施において、障害当事者ファシリテーターをサポートするとともに、グルー

プディスカッション時にグループの議論に加わり、ディスカッションのファシリテーションを行
い、また受講者との対話を通じて気づきを与える。 

①研修の企画 
 ・各社の実態に応じた研修の実施内容等の検討 
 ・研修の運営方法の検討 
 ・PDCA サイクル構築についての検討 

【担当実施者】 
・研修担当（モデレーター*1 を含む

実施体制） 
・障害当事者アドバイザー*2 

③研修の実施 
 ・事前のセルフワークの展開 
 ・効果的に実施するための研修室の準備 

【担当実施者】 
・研修担当 
・障害当事者アドバイザー 

②研修の準備 
 ・参画する障害当事者（ファシリテーター及びサ

ポーター）の選出 
 ・参画する障害当事者との打合せ 

【担当実施者】 
・研修担当 
・障害当事者ファシリテーター*3 
・障害当事者サポーター*4 

④PDCA の展開 
 ・受講評価のフィードバック 
 ・「心のバリアフリー」に対する恒常的な取組み 

【担当実施者】 
・研修担当 
・障害当事者アドバイザー 
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本研修プログラムに参画する障害当事者の資質等について 
 

 【役割に関わらず、参画する障害当事者が有するべき資質】 

 本研修プログラムの主旨を理解し、それに従った発言、対応が行えること。 

 特に、「障害の社会モデル」について理解しているとともに、自らの障害だけでなく、

広く様々な種別の障害についても理解を持っていること。 

 

【役割ごとに求められる資質】 

 ①障害当事者アドバイザー 

 類似の研修で複数回ファシリテーターとしての経験を有するとともに、企業研修の

実施・運営及び助言を行った経験を持つこと。 

※なお、障害当事者が上記の要件を満たしていない場合は、他の専門家とともに、 

 アドバイザーとしての役割を果たすことは可能である。 

 

 

 ②障害当事者ファシリテーター 

 類似の研修におけるファシリテーターの経験があること。 

 受講者の気づきを促すべく研修全体をリードし、最後には研修全体の議論をわかり

やすくまとめ、受講者に気づきの定着を図ることができる能力を持つこと。 

研修企画段階 研修準備・実施段階 

障害当事者 
アドバイザー 
（①） 

企業の 
研修担当者 

（③） 

 障害当事者 
ファシリテーター
（②） 

当該企業における 

本研修プログラムの 

実装に向けた助言・立案 
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 ③障害当事者サポーター 

 ファシリテーターのサポート経験があること。 

 グループディスカッションにおいて発言を促し、議論をファシリテーションした経

験があること。 

 受講者の活発な発言を促すために、自らの体験などを通じた意見を話し、受講者と

の「対話」が持てること。 
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(1) 研修の企画 
 
 ① 各社の実態に応じた研修の実施内容（プログラム構成）の検討 

 基本プログラム例を参考に、各社の実態に応じ、効果的かつ現実的な研修プログラ

ムの実施内容について検討します。 

 検討にあたっては、障害当事者の視点を得るため、障害当事者アドバイザーの参画

いただくことが望ましく、特に、研修に障害当事者の参画（ファシリテーター及び

サポーター）が難しい場合においは、このアドバイザーの参画が必須となります。 

 障害当事者アドバイザーとともに、実施内容（プログラム構成）を検討にするにあ

たっては、本書冒頭に挙げた 3 点の気づきを獲得できるものとすることが前提と

なります。 

 

 ② 研修の運営方法の検討 
 本研修プログラムは、できる限り、障害当事者の参画による実施を行っていくこと

が求められています。 

 具体的には、プログラムにおいて自分自身の体験を通して心のバリアフリーの理念

を伝える障害当事者ファシリテーター、またこのファシリテーターをサポートし、

グループディスカッションにおいてグループのファシリテーションを行う障害当

事者サポーターが参加し、受講者との対話により、気づきを得ていくことが重要で

す。 

 しかし、障害当事者の参画が難しい場合においては、障害当事者ファシリテーター

による DVD の活用も可能です。ただし、障害当事者が研修プログラムに参画でき

ない場合においては、①の検討において、障害当事者アドバイザーの参画は必須と

なります。 

 また、研修を効果的に行っていくための実施体制などの運営方法についても、障害

当事者とともに検討していくことが望まれます。 

 

 ③ PDCA サイクル構築についての検討 
 この基本プログラムの実施による効果、また具体的な行動を展開していくための継

続的な学び、さらには学びを周囲と共有していくことなどを図っていくためには、

PDCA サイクルのあり方を検討しておくことが必要です。 
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(2) 研修の準備 
 

① 障害当事者ファシリテーター及びサポーターの選出 
 参画する障害当事者は、「障害の社会モデル」を理解しているとともに、研修にお

けるファシリテーション能力が備わっていることが必須となります。 

 ファシリテーターは障害当事者であることで、このファシリテーターの自分自身の

経験などの話を通じて、受講者により具体的に心のバリアフリーの理念を理解して

いただくことができます。 

 サポーターは、ファシリテーターをサポートし、また、グループディスカッション

においてファシリテーションを行って、受講者との対話により具体的に障害のある

方の困りごとをイメージさせます。実際のコミュニケーションは、その後の受講者

にとって、障害のある方とのコミュニケーション能力の向上につながります。 

 障害当事者ファシリテーター及びサポーターは、社内で調達できることが望ましい

ですが、難しい場合においては、障害者団体等が擁しているファシリテーター及び

サポーターを選出することが可能です。 

 

② 参画する障害当事者との打合せ 
 研修時において、研修の進行役（各社の研修担当）となるモデレーターと、参画す

る障害当事者ファシリテーターは、連携して進行を行っていくこととなります。 

 効果的に連携を図っていくためにも、事前の打合せを綿密にし、研修内容をよりよ

いものとしていくことが重要です。 

 また、障害当事者サポーターについても、グループディスカッションのファシリテ

ーションを効果的に行っていただくため、同様に事前の打合せが必要です。 

 

(3) 研修の実施 
 

 ① 事前のセルフワークの展開 
 本研修プログラムは、心のバリアフリーの理念を獲得することが主眼となっている

ため、学びを深め、より障害について知っていくには、集合研修とは別に、様々な

種別の障害に関する知識等を得るためのセルフワークを行っていくことが有効で

す。 

 セルフワークは、本資料末に添付するテキスト等を用いることにより、効果的なセ

ルフワークを実施していくことが重要です。 
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 ② 研修を効果的に行うための研修室の準備 
 研修は、グループディスカッションなどを交えて実施するため、グループをつくり

やすい配置であり、かつ、受講者から見て講師の表情がわかるような空間とするこ

とが望まれます。 

 また、動画や画像などを織り込んでいくことから、マイク、照明なども効果的とな

るよう、準備が必要です。 

 

 ③ 研修に使用する補助ツール 
 基本プログラム例を３パターン挙げていますが、合わせて、補助ツールとして使用

できるパワーポイント教材、シナリオ、ワークシートひな形、テキストひな形があ

ります。 

 補助ツールは、各社が企画する研修内容に合わせてアレンジし、ファシリテーター

が使いやすく、また受講者にとって効果的な内容としていくことが重要です。 

 

 

(4) PDCA 
 

 ① 受講評価のフィードバック 
 効果的に PDCA サイクルを構築していくためには、受講で得た効果を評価するこ

とが必要です。受講者は、知識が得られているか、実際に行動に移すことができる

かなどによって評価をし、その内容を受講者にフィードバックしていくことが必要

です。 

 

 ② 「心のバリアフリー」に対する恒常的な取組み 
 受講者に対しては、フィードバックされた評価結果を踏まえ、補足して学ぶべき事

項、これからに向けた行動計画実行のあり方等について考えていく機会を恒常的に

与えていくことが重要です。 

 また、学びに対する意欲がある者、心のバリアフリーを社内で展開していく中心的

な役割を担っている者などに対しては、ステップアップ研修（障害の疑似体験や障

害のある方への配慮の実技研修など）を実施していくことが望まれます。 
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３.研修の実施（進行要領） 
 

 基本プログラムの例として、以下の 3 パターンを例示します。 

 あくまで、例示ですので、各社の実態に合わせて活用してください。 

 

研修の進行、シナリオを兼ねた映像教材を準備しています。 

 パワーポイントで作成されており、研修に映像教材として使用できます。 

 ノートの部分に進行の留意点、シナリオの骨子が書かれていますので、参考にし

てください。 

 進行内容は、モデレーター、ファシリテーター、サポーターの各役割の別に記載

しています。 

 動画（障害者が語る「困りごと」）もスライドに添付されていますので、スピーカ

ーなど音声が聞かせられるようにしてご使用ください。 

 

  
●スライド 

映像教材として使用でき

ます。動画も添付されて

いますので、スピーカー

につなげてご使用くださ

い。 

●ノート 

・研修の進行、シナリオの骨

子が書かれています。 

・各役割別に記載してあり

ます。 

・★印は、スライドを送るタ

イミングの印です。 
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(1) 基本プログラム例 パターンＡ 
（講師の語りを中心としたプログラム） 

 

障害当事者ファシリテーターによる語り（座学）＋受講者自身が考えるグルー
プディスカッション（障害当事者サポーターが参画） 

 
時間 項目 手法 役割分担 内容 

5 
１.導入 

 バリアフリーに対する認識の確認 
問いかけ 当事者 F 

バリアフリーに対する現

状の認識を明確にする 

10 
２.障害はどこにある？ 

 「障害の社会モデル」の理解 

座学 

問いかけ 
当事者 F 

障害の社会モデルを理解

する 

15 
３.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ①） 

職場等における「困りごと」を見つける 
GD* 当事者 F、Ｓ 

実情の中にある困りごと

や痛みを見出し、認識する 

5 
４.法律での位置付け 

座学 当事者 F 
コンプライアンス上にお

ける必要性を認識する 

20 

５.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ②） 

「困りごと」を具体化して考える GD* 当事者 F、Ｓ 

自分の現状

認識を確認

する 

認識に対し

て、当事者

の実態を認

識する 5 
６.当事者が抱えている困りごと 動画の 

視聴 
DVD 

当事者から

実態を聞く 

20 
７.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ③） 

困りごとに対してあなたができること 
GD* 当事者 F、Ｓ 

困りごとや痛みに対して

できることを理解する 

5 

８.実際に行動するために 

座学 当事者 F 

自分が困りごとや痛みに

対してできることを考え

る 

5 
９.本日のまとめ 

座学 当事者 F 
まとめとして学んだこと

の理解を促す 

90 total    

＊ＧＤ（グループディスカッション）には障害当事者サポーターが参画し、グループで行うワー

クのファシリテーションを行うとともに、受講者との対話を通じて、気づきを促す。 

 

① 進行の準備 
 円滑な進行のために、ツールや配布資料の準備、研修室を整えておくなどが必要です。 
  ■進行ツール 
   ・進行シナリオ 
   ・映像教材（PPT 教材） 
   ・プロジェクター、スクリーン 
   ・マイク、スピーカー（マイク及びパソコンからの出力の両方ができるようにする） 
   ・パソコン 
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  ■配布資料 
   ・グループディスカッションのワークシート（各グループに 1 枚、Ａ１サイズなど

大判とすることが望ましい） 
   ・付箋紙、サインペン 
   ・個人ワークのワークシート 
   ・配布テキスト 

■研修室の形態 
 ・グループディスカッションのためのグループテーブル 
 ・座学の際には、グループテーブルから見やすいかたちで、前面のファシリテーター 

及びスクリーンに注目する形で進める。 
 ・ファシリテーター、サポーターの機能障害に応じた椅子等の配置 

 

② 運営者の役割 
 研修は、モデレーター、ファシリテーター、サポーターが連携して実施していくことが
必要です。各者の役割を確認し、効果的に進めていくための事前打合せ等を綿密にしてい
くことが重要です。 
 

項目 モデレーター ファシリテーター サポーター 

０.始める前に ・評価アンケート   

１.導入 

 バリアフリーに対する認識の確認 

・研修の進め方説明 

・ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰの紹介 

・自己紹介 

・座学導入 

・グループ内での自

己紹介 

２.障害はどこにある？ 

 「障害の社会モデル」の理解 

 ・座学ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  

３.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ①） 

職場等における「困りごと」を見つける 

・ＧＤサポート ・ＧＤ全体のファシ

リテーション 

・ＧＤのグループ内

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

４.法律での位置付け  ・座学ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  

５.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ②） 

「困りごと」を具体化して考える 

・ＧＤサポート ・ＧＤ全体のファシ

リテーション 

・ＧＤのグループ内

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

６.当事者が抱えている困りごと  ・座学ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  

７.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ③） 

困りごとに対してあなたができること 

・ＧＤサポート ・ＧＤ全体のファシ

リテーション 

・ＧＤのグループ内

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

８.実際に行動するために  ・座学ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  

９.本日のまとめ  ・座学ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  

10.研修後に ・評価アンケート   
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③ 進行シナリオ及び映像教材 
 
  

＊モデレーター 

 ・研修の主旨、意義等について説明（自

社の営業活動にとってもプラスとな

る面なども合わせてお話しいただく

ことも重要。） 

 ・アンケートは、受講前後に記入いただ

き、受講者の受講に対する評価として

活用していただく。 

＊ファシリテーター 

 ・自己紹介により、ファシリテーター自身の

心身の機能障害を知っていただき、普段

の生活などについても簡単にご紹介いた

だくことで、受講者が障害のあるファシ

リテーターの生活を想像できる。 
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＊ファシリテーター 

 ・回答の想定を準備し、回答に対する

レスポンスで理解を促していくこ

とが必要。 

＊ファシリテーター 

 ・研修を円滑に進めていくためにアイ

スブレイクは必須。特に、障害当事者

サポーターに参加いただく場合、サ

ポーターを中心にしたアイスブレイ

クを工夫する。 
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＊ファシリテーター 

 ・左利きの方がいれば、その方に問いかけ

ながら。図にあるような困りごとについ

て紹介する。 
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＊ファシリテーター 

左利きが「少数派」で「困りごと」が生じ

ていることを、次の障害者もまた少数派で

あることを関連付けていくための説明であ

ることを認識しておく。 
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＊ファシリテーター 

障害のある人は少数派であるが、16 人に１

人と言われているにもかかわらず、通勤時

などにその割合で見かけるか？なぜ見かけ

ないのか？などを想像させる。 
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＊ファシリテーター 

車いす使用者といっても、その機能障害は

多様であることを認識させる。 

＊ファシリテーター 

この後に出てくる「機能障害を持っている

人」という言葉を理解していただくために、

「心身の機能に障害がある」ということの

理解をさせていくことが重要。 
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＊ファシリテーター 

障害の社会モデルと医学モデルの考え方

のベースとしての説明。具体的に受講者

の職場などの具体的な困りごとを想像さ

せた上で社会モデルの理解へと導く。 
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＊ファシリテーター 

障害の社会モデルを理解させる重要な場

面。前頁の具体的な困りごととつなげて、

障害は社会の中にあることを理解させる。 
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＊ファシリテーター 

・具体的な実例を挙げながら、作業の

内容について説明。サポーターのフ

ァシリテーションにつなげる。 

・各グループの状況を見て、サポータ

ーのファシリテーションを促す。 

＊サポーター 

各グループのサポーターは、自身の体験

や意見などにより、受講者の発言を促す

とともに、気づきを与え、ワークの内容

をとりまとめる。 

ワークシートのこの欄に 

困りごとを付箋に書いて 

どんどん貼っていただく 
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＊ファシリテーター 

 社会モデル、困りごとと関連付け、「困りご

とを取り除いていくことが法律で位置付け

られていることを理解させる。 
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＊ファシリテーター 

・合理的配慮を行うにあたって、障害当事者

との対話が重要であることを認識させる。 

・合理的配慮の例を自分の体験で話すことに

より、具体的なイメージができる。 
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＊ファシリテーター 

・具体的な実例を挙げながら、作業の内容に

ついて説明。サポーターのファシリテーシ

ョンにつなげる。 

・各グループの状況を見て、サポーターのフ

ァシリテーションを促す。 

・作業の状況を見て時間を管理する。 

＊サポーター 

各グループのサポーターは、自身の体験や

意見などにより、受講者の発言を促すとと

もに、気づきを与え、ワークの内容をとり

まとめる。 

左の欄から選ん

だ困りごとをこ

の欄に移し、具

体的なストーリ

ーを書き込んで

いく 
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＊ファシリテーター 

機能障害は多様であって、それぞれの特性、

その困りごとを障害当事者の言葉により理

解するための動画であることを説明。 
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＊ファシリテーター 

次のグループディスカッションにつなげて

いくために、解決策は、ハードだけでなく、

ソフトも重要であること、また社会モデル

の考え方を、ここで再度おさらいする。 
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＊ファシリテーター 

・「自らの行動で解決できること」を考えさせ

るために、他者に任せることは除くことを

説明する。 

・ワーク後、時間に応じて、グループの発表

をさせるが、発表者を指名していくことが

効率的であるため望ましい。 

・発表内容に対する総評などのレスポンスを

していくことが重要。また、解決例がほか

にもあれば紹介する。 

＊サポーター 

各グループのサポーターは、受講者

自身に考えさせ、その意見を引き出

していくことが重要。 

この欄に困りごとの解決

策を書き込んでいただく 
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＊ファシリテーター 

・多様である障害のある方に対して、配慮の

方法もまた多様であること。 

・それを理解し、行動するには、「聞く」こと

が重要であることを理解させる。 
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＊ファシリテーター 

・これまで学んだこと、検討してきた

ことの集大成として、各自の行動計

画をつくっていただく。 

・作成した行動計画は、数人に発表し

ていただき、内容を共有していくこ

とが重要。 

・この行動計画を職場や家庭に持ち帰

り、周囲の人とも共有し、実現して

いくことが重要であることを理解

させる。 



29 

 

  

＊ファシリテーター 

・総括として、「心のバリアフリー」の

定義である３つの視点を獲得でき

たかを確認する。 
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＊ファシリテーター 

・情報を周囲の人と共有することで、「心のバ

リアフリー」が広められていくこと、その

役割を期待されていることなどを理解して

いただく。 
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＊ファシリテーター 

・これまでの学びの理解と具体的な行動がこ

の研修の目的であることを再度認識させ、

これからも恒常的に共生社会の一員として

心のバリアフリーを実践していくことを理

解していただくことが重要。 
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④ 配布資料 
 ■グループディスカッション・ワークシート 
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 ■個人ワーク・ワークシート 
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(2) 基本プログラム例 パターンＢ 
（体感から獲得した視点を持って、座学で認識を深めるプログラ

ム） 
 

ゲームを通じて気づきを与えるワークショップ＋障害当事者ファシリテーター
による語り（座学）＋受講者自身が考えるグループディスカッション（障害当
事者サポーターが参画） 

 
時間 項目 手法 役割分担 内容 

50 １.ゲーム型ワークショップ 

ＷＳ 当事者 F*1 

グループ対抗で楽しみな

がら学ぶゲーム。ゲームを

通じて体感的に学ぶ。 

5 
２.座学導入 

 バリアフリーに対する認識の確認 
問いかけ 当事者 F 

バリアフリーに対する現

状の認識を明確にする 

10 
３.障害はどこにある？ 

 「障害の社会モデル」の理解 

座学 

問いかけ 
当事者 F 

障害の社会モデルを理解

する 

15 
３.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ①） 

職場等における「困りごと」を見つける 
GD*2 当事者 F、Ｓ 

実情の中にある困りごと

や痛みを見出し、認識する 

5 
４.法律での位置付け 

座学 当事者 F 
コンプライアンス上にお

ける必要性を認識する 

5 
６.当事者が抱えている困りごと 動画の 

視聴 
DVD 

当事者の実態を認識する 

20 
７.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ②） 

困りごとに対してあなたができること 
GD* 当事者 F、Ｓ 

困りごとや痛みに対して

できることを理解する 

5 

８.実際に行動するために 

座学 当事者 F 

自分が困りごとや痛みに

対してできることを考え

る 

5 
9.本日のまとめ 

座学 当事者 F 
まとめとして学んだこと

の理解を促す 

120 total    

＊１：ワークショップのファシリテーターは、障害当事者であることが望ましいが、DVD を活

用し、モデレーターによる進行も可能である。 

＊２：ＧＤ（グループディスカッション）には障害当事者サポーターが参画し、グループで行

うワークのファシリテーションを行うとともに、受講者との対話を通じて、気づきを促

す。 
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① 進行の準備 
 円滑な進行のために、ツールや配布資料の準備、研修室を整えておくなどが必要です。 
  ■進行ツール 
   ・進行シナリオ 
   ・映像教材（PPT 教材） 
   ・パソコン、プロジェクター、スクリーン 
   ・マイク、スピーカー（マイク及びパソコンからの出力の両方ができるようにする） 
   ・ゲーム用ツール 
  ■配布資料 
   ・グループディスカッションのワークシート（各グループに 1 枚、Ａ１サイズなど

大判とすることが望ましい） 
   ・付箋紙、サインペン 
   ・個人ワークのワークシート 
   ・配布テキスト 

■研修室の形態 
 ・グループディスカッションのためのグループテーブル 
 ・座学の際には、グループテーブルから見やすいかたちで、前面のファシリテーター 

及びスクリーンに注目する形で進める。 
 ・ファシリテーター、サポーターの機能障害に応じた椅子等の配置 

 

② 運営者の役割 
 研修は、モデレーター、ファシリテーター、サポーターが連携して実施していくことが
必要です。各者の役割を確認し、効果的に進めていくための事前打合せ等を綿密にしてい
くことが重要です。 
 

項目 モデレーター ファシリテーター サポーター 
０.始める前に ・評価アンケート 

・研修の進め方説明 
  

１.ゲーム型ワークショップ ・ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰの紹介 ・自己紹介 
・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

・グループ内での自
己紹介 

２.座学導入 
 バリアフリーに対する認識の確認 

 ・自己紹介 
・座学ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

 

３.障害はどこにある？ 
 「障害の社会モデル」の理解 

 ・座学ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  

３.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ①） 
職場等における「困りごと」を見つける 

・ＧＤサポート ・ＧＤ全体のファシ
リテーション 

・ＧＤのグループ内
ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

４.法律での位置付け  ・座学ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  
６.当事者が抱えている困りごと  ・座学ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  

７.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ②） 
困りごとに対してあなたができること 

・ＧＤサポート ・ＧＤ全体のファシ
リテーション 

・ＧＤのグループ内
ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

８.実際に行動するために  ・座学ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  
9.本日のまとめ  ・座学ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  
10.研修後に ・評価アンケート   
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③ 進行シナリオ及び映像教材 
  

＊モデレーター 

 ・研修の主旨、意義等について説明（自

社の営業活動にとってもプラスとな

る面なども合わせてお話しいただく

ことも重要。） 

 ・アンケートは、受講前後に記入いただ

き、受講者の受講に対する評価とし

て活用していただく。 
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＊ファシリテーター 

 ・ゲームは、ファシリテーション部分について DVD を活用する方

法により進行することも可能。 

 ・グループ対抗のゲームであることから、グループをつくり、また

ゲーム進行上グルーブの間をあけたレイアウトとしておくことが

望ましい。 
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＊ファシリテーター 

 ・回答の想定を準備し、回答に対する

レスポンスで理解を促していくこ

とが必要。 

＊ファシリテーター 

 ・研修を円滑に進めていくためにアイス

ブレイクは必須。特に、障害当事者サ

ポーターに参加いただく場合、サポー

ターを中心にしたアイスブレイクを

工夫する。 

＊ファシリテーター 

 ・自己紹介により、ファシリテーター

自身の心身の機能障害を知ってい

ただき、普段の生活などについて

も簡単にご紹介いただくことで、

受講者が障害のあるファシリテー

ターの生活を想像できる。 
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＊ファシリテーター 

 ・左利きの方がいれば、その方に問いかけ

ながら。図にあるような困りごとについ

て紹介する。 
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＊ファシリテーター 

左利きが「少数派」で「困りごと」が生じ

ていることを、次の障害者もまた少数派で

あることを関連付けていくための説明であ

ることを認識しておく。 
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＊ファシリテーター 

障害のある人は少数派であるが、16 人に１

人と言われているにもかかわらず、通勤時

などにその割合で見かけるか？なぜ見かけ

ないのか？などを想像させる。 
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＊ファシリテーター 

車いす使用者といっても、その機能障害は

多様であることを認識させる。 

＊ファシリテーター 

この後に出てくる「機能障害を持っている

人」という言葉を理解していただくために、

「心身の機能に障害がある」ということの

理解をさせていくことが重要。 
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＊ファシリテーター 

障害の社会モデルと医学モデルの考え

方のベースとしての説明。具体的に受

講者の職場などの具体的な困りごとを

想像させた上で社会モデルの理解へと

導く。 
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＊ファシリテーター 

障害の社会モデルを理解させる重要な場

面。前頁の具体的な困りごととつなげて、

障害は社会の中にあることを理解させる。 
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＊ファシリテーター 

・具体的な実例を挙げながら、作業の内容に

ついて説明。サポーターのファシリテーシ

ョンにつなげる。 

・各グループの状況を見て、サポーターのフ

ァシリテーションを促す。 

＊サポーター 

各グループのサポーターは、自身の体験や

意見などにより、受講者の発言を促すとと

もに、気づきを与え、ワークの内容をとり

まとめる。 

ワークシートのこの欄に 

困りごとを付箋に書いて 

どんどん貼っていただく 
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＊ファシリテーター 

 社会モデル、困りごとと関連付け、「困りご

とを取り除いていくことが法律で位置付け

られていることを理解させる。 
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＊ファシリテーター 

・合理的配慮を行うにあたって、障害当事

者との対話が重要であることを認識さ

せる。 

・合理的配慮の例を自分の体験で話すこと

により、具体的なイメージができる。 
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＊ファシリテーター 

機能障害は多様であって、それぞれの特性、

その困りごとを障害当事者の言葉により理

解するための動画であることを説明。 
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＊ファシリテーター 

次のグループディスカッションにつなげて

いくために、解決策は、ハードだけでなく、

ソフトも重要であること、また社会モデル

の考え方を、ここで再度おさらいする。 
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＊ファシリテーター 

・「自らの行動で解決できること」を考えさせ

るために、他者に任せることは除くことを

説明する。 

・ワーク後、時間に応じて、グループの発表

をさせるが、発表者を指名していくことが

効率的であるため望ましい。 

・発表内容に対する総評などのレスポンスを

していくことが重要。また、解決例がほか

にもあれば紹介する。 

＊サポーター 

各グループのサポーターは、受講者

自身に考えさせ、その意見を引き出

していくことが重要。 

左の欄から２つ選び、こ

の欄に解決策を記入して

いただく 
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＊ファシリテーター 

・多様である障害のある方に対して、配慮の

方法もまた多様であること。 

・それを理解し、行動するには、「聞く」こと

が重要であることを理解させる。 
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＊ファシリテーター 

・これまで学んだこと、検討してきた

ことの集大成として、各自の行動計

画をつくっていただく。 

・作成した行動計画は、数人に発表し

ていただき、内容を共有していくこ

とが重要。 

・この行動計画を職場や家庭に持ち帰

り、周囲の人とも共有し、実現して

いくことが重要であることを理解

させる。 



53 

 

  

＊ファシリテーター 

・総括として、「心のバリアフリー」の

定義である３つの視点を獲得でき

たかを確認する。 
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＊ファシリテーター 

・情報を周囲の人と共有することで、「心のバ

リアフリー」が広められていくこと、その

役割を期待されていることなどを理解して

いただく。 
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＊ファシリテーター 

・これまでの学びの理解と具体的な行動がこ

の研修の目的であることを再度認識させ、

これからも恒常的に共生社会の一員として

心のバリアフリーを実践していくことを理

解していただくことが重要。 
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④ 配布資料 
 ■グループディスカッション・ワークシート 
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 ■個人ワーク・ワークシート 
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(3) 基本プログラム例 パターンＣ 
（障害当事者ファシリテーターが確保できない場合のプログラ

ム） 
 

障害当事者ファシリテーターによる語りを DVD 等で提示（座学）＋受講者自
身が考えるグループディスカッション（障害当事者サポーターが参画） 

 
時間 項目 手法 役割分担 内容 

5 
１.導入 

 バリアフリーに対する認識の確認 
問いかけ DVD 

バリアフリーに対する現

状の認識を明確にする 

10 
２.障害はどこにある？ 

 「障害の社会モデル」の理解 

座学 

問いかけ 
DVD 

障害の社会モデルを理解

する 

15 
３.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ①） 

職場等における「困りごと」を見つける 
GD* 

モデレーター 

当事者Ｓ 

実情の中にある困りごと

や痛みを見出し、認識する 

5 
４.法律での位置付け 

座学 DVD 
コンプライアンス上にお

ける必要性を認識する 

20 

５.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ②） 

「困りごと」を具体化して考える GD* 
モデレーター 

当事者Ｓ 

自分の現状

認識を確認

する 

認識に対し

て、当事者

の実態を認

識する 5 
６.当事者が抱えている困りごと 動画の 

視聴 
DVD 

当事者から

実態を聞く 

20 
７.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ③） 

困りごとに対してあなたができること 
GD* 

モデレーター 

当事者Ｓ 

困りごとや痛みに対して

できることを理解する 

5 

８.実際に行動するために 

座学 DVD 

自分が困りごとや痛みに

対してできることを考え

る 

5 
４.本日のまとめ 

座学 DVD 
まとめとして学んだこと

の理解を促す 

90 total    

＊ＧＤ（グループディスカッション）には障害当事者サポーターが参画し、グループで行うワー

クのファシリテーションを行うとともに、受講者との対話を通じて、気づきを促す。 
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① 進行の準備 
 円滑な進行のために、ツールや配布資料の準備、研修室を整えておくなどが必要です。 
  ■進行ツール 
   ・進行シナリオ 
   ・映像教材（DVD、PPT 教材） 
   ・プロジェクター、スクリーン 
   ・マイク、スピーカー（マイク及びパソコンからの出力の両方ができるようにする） 
   ・パソコン 
  ■配布資料 
   ・グループディスカッションのワークシート（各グループに 1 枚、Ａ１サイズなど

大判とすることが望ましい） 
   ・付箋紙、サインペン 
   ・個人ワークのワークシート 
   ・配布テキスト 

■研修室の形態 
 ・グループディスカッションのためのグループテーブル 
 ・座学の際には、グループテーブルから見やすいかたちで、前面のファシリテーター 

及びスクリーンに注目する形で進める。 
 ・ファシリテーター、サポーターの機能障害に応じた椅子等の配置 

 

② 運営者の役割 
 本パターンは、基本的に DVD による座学となりますが、グループディスカッションに
ついては、モデレーター、サポーターが連携して実施していくことが必要です。各者の役
割を確認し、効果的に進めていくための事前打合せ等を綿密にしていくことが重要です。 
 

項目 モデレーター ファシリテーター サポーター 
０.始める前に ・評価アンケート   
１.導入 
 バリアフリーに対する認識の確認 

・研修の進め方説明 
・DVD の紹介 

DVD 座学 
・グループ内での自

己紹介 
２.障害はどこにある？ 
 「障害の社会モデル」の理解 

 
DVD 座学 

 

３.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ①） 
職場等における「困りごと」を見つける 

・ＧＤﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  ・ＧＤのグループ内
ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

４.法律での位置付け  DVD 座学  
５.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ②） 

「困りごと」を具体化して考える 
・ＧＤﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  ・ＧＤのグループ内

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 
６.当事者が抱えている困りごと  DVD 座学  

７.困りごとや痛みに気づく（ＧＤ③） 
困りごとに対してあなたができること 

・ＧＤﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ  ・ＧＤのグループ内
ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 

８.実際に行動するために  DVD 座学  
９.本日のまとめ  DVD 座学  
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10.研修後に ・評価アンケート   

③ 進行シナリオ及び映像教材 
  

＊モデレーター 

 ・研修の主旨、意義等について説明（自社の営業活動にとってもプラスとなる面なども合わせて

お話しいただくことも重要。） 

 ・アンケートは、受講前後に記入いただき、受講者の受講に対する評価として活用していただく。 

 ・本研修の座学部分は DVD ではあるが、その内容及びグループディスカッションで障害当事者

との対話の中から、心のバリアフリーについての気づきを得てほしいことを理解していただく

ことが重要。 
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＊モデレーター 

 ・このパートは、 

①導入（バリアフリーに対する認識の確認） 

②障害はどこにある？（「障害の社会モデル」の理解） 

であるが、DVD 視聴後、特に重要である「障害の社会モデル」については、モデレーターがお

さらしいして確認することも重要。 



62 

 

  

＊モデレーター 

・具体的な実例を挙げながら、作業の内容に

ついて説明。サポーターのファシリテーシ

ョンにつなげる。 

・各グループの状況を見て、サポーターのフ

ァシリテーションを促す。 

＊サポーター 

各グループのサポーターは、自身の体験

や意見などにより、受講者の発言を促す

とともに、気づきを与え、ワークの内容

をとりまとめる。 

ワークシートのこの欄に 

困りごとを付箋に書いて 

どんどん貼っていただく 
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＊モデレーター 

 ・このパートは、 

〇法律での位置付け（コンプライアンス上における必要性の認識） 

であるが、DVD 視聴後、各社にとっての合理的配慮の例などを交えて、モデレーターがおさら

しいして確認することも重要。 
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＊モデレーター 

・具体的な実例を挙げながら、作業の内容に

ついて説明。サポーターのファシリテーシ

ョンにつなげる。 

・各グループの状況を見て、サポーターのフ

ァシリテーションを促す。 

・作業の状況を見て時間を管理する。 

＊サポーター 

各グループのサポーターは、自身の体験や

意見などにより、受講者の発言を促すとと

もに、気づきを与え、ワークの内容をとり

まとめる。 

左の欄から選んだ困りご

とをこの欄に移し、具体

的なストーリーを書き込

んでいく 
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＊モデレーター 

 ・このパートは、 

①障害当事者による障害の特性や困りごとについての動画 

②社会モデルのおさらい、解決には、ハード・ソフトの両面で感がることができる 

であるが、DVD 視聴後、グループディスカッション③につなげていくために、困りごとは多様

であり、また解決策も多様であることを理解させることが重要。 
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＊モデレーター 

・「自らの行動で解決できること」を考えさせ

るために、他者に任せることは除くことを

説明する。 

・ワーク後、時間に応じて、グループの発表

をさせるが、発表者を指名していくことが

効率的であるため望ましい。 

・発表内容に対する総評などのレスポンスを

していくことが重要。また、解決例がほか

にもあれば紹介する。 

＊サポーター 

各グループのサポーターは、受講者

自身に考えさせ、その意見を引き出

していくことが重要。 

この欄に困りごとの解決

策を書き込んでいただく 
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＊モデレーター 

 ・このパートは、 

〇「聞く」ことの重要性 

であるが、DVD 視聴後、多様である障害のある方に対して、配慮の方法もまた多様であること。 

また、それを理解し、行動するには、「聞く」ことが重要であることを理解させることが重要。 
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＊モデレーター 

・これまで学んだこと、検討してきた

ことの集大成として、各自の行動計

画をつくっていただく。 

・作成した行動計画は、数人に発表し

ていただき、内容を共有していくこ

とが重要。 

・この行動計画を職場や家庭に持ち帰

り、周囲の人とも共有し、実現して

いくことが重要であることを理解

させる。 
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④ 配布資料 
 配布資料は、パターンＡと同様。 
 

 

＊モデレーター 

 ・このパートは、 

〇本日のまとめ 

であるが、DVD 視聴後、再度、３つの視点（障害の社会モデルの理解、困りごとや痛みに気づ

く、具体的に行動を起こす）の獲得ができたかを確認させることが重要。 


